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 みんなとともに笑顔いっぱい － 創立百周年 その先の未来へ みんなとともにスマイルミッション －

 

 

 

  
 人間の体って、よくできていると思います。先日、久しぶりに熱が出ました。たぶん「外敵」に反 
応して、熱を出して応戦していたのでしょう。やがて「外敵」に勝利すると、熱は下がります。なか 
った食欲も、だんだん出てきます。「熱を楽しむ」というのは変ですが、「体の神秘」を感じます。 
日頃から、「免疫力」を高める生活が大切ですね。インフルエンザは陰性で、ほっとしたところです。 
 

3 年生「見学学習」を終えての御礼の手紙  
「生活科」から「社会科」へと移り、「見学学習」が多くなるのが3年生です。学校を出て、広く地域社会に
目を向けていきます。今回は、「御礼の手紙」の内容から、子どもたちの「見学の様子」を感じてみます。 
 

福島県警察本部の見学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福島南消防署杉妻出張所の見学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

現在の「空間放射線量」 
 
  空間放射線量を定期的に測定していますが、現在の数値は次のとおりです。多いと感じるか少ないと感じ

るかはそれぞれあるかとは思いますが、測定された方の話では通常「自然界」にある放射線量とほぼ同じで
あるとのことでした。 

   ［ 屋内 ］ ０．０７   （中央と窓際の高さ５０cmを１０箇所測定した平均） 
   ［ 屋外 ］ 中央 高さ50cm ０．０８   高さ１cm ０．０８      ［単位］μ㏜ ／h 
 
   
【校長のつぶやき】 その２８ 「 普通とは 」 
 
 録画していた NHK「プロフェッショナル 仕事の流儀」の「あなたらしく笑顔で生きて～精神科医・本田秀
夫」を見た。本田医師は「発達障がい」を専門とする医師だ。その医師は自分に問いかける。「普通とはなんだ
ろう。」…同じような「問い」が私の中にもある。「発達障がい」の子どもは何か「特別な存在」なのだろうか。
多数を「普通」というならば、天才も「発達障がい」なのではないだろうか。「普通」という考えが「発達障が
い」という概念を生んでいるのではないのか。もしかすると「発達障がい」に対応できない「学校のシステム」
の方に問題があるのではないだろうか。凸凹を「個性」ととらえる社会が健全ではないかと最近考えている。 

 
 

□ 先日は、けいさつ署を見学させていただき、ありがとうございました。けいさつ署に行って一
番心にのこったことは、持ち物を見せてもらったことです。「けんじゅう」が見られなくても、
「てじょう」や「けいさつてちょう」が見られてよかったです。 

□ ぼくが、一番心にのこったのは、乗り物の見学です。パトカーに乗るのは、はじめてだったか
らうれしかったです。けいさつかんの服を着られてよかったです。 

□ 先日は、けいさつ署を見学させていただき、ありがとうございました。一番心に残っているの
は、通信指令室の見学です。いっぱい通ほうがきてたいへんだなと思いました。 

□ 先日は、見学させていただいて、ありがとうございます。おもしろかったこと 
は、世界では、１１０番の番号じゃなかったことです。とくに、オーストラリア 
の番号が０００だったことです。 

□ この前の消防署の見学ではありがとうございました。その見学で分かったことは、消防車には 
1.5ｔの水をつんでいることやホースは 20ｍのが 20 本入っていることなどが分かってよかっ 
たです。救急車で分かったことは 1 日へいきん 35 人の人がりようしていることなどが分かり 
ました。 

□ 先日は消防署の見学をさせていただきありがとうございます。いろいろな水を使って火を消
すことが分かりました。救急車の中は、つきそいの家族の人がのれる席などがあるということが
分かりました。 

□ 先日は消防署を見学させていただきありがとうございました。消防署で分かったことは、消防
車は「４ダブルディ－」だということです。救急車のことで分かったことは、す 
ごく多い人数を救っていることです。 

□ この前は、いろいろなことを教えていただきありがとうございました。消防士 
は着がえる時、用いしてあるから、はやく着がえられるなど、いろいろなひみつ 
がわかりました。 

 


